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 はじめに
























) なお, 民事法に制裁や抑止の機能があるかどうかの議論は, 法学において論争されており, 詳細は
廣峰 () を参照されたい
) 伊藤英史 (








とも呼ばれるものであるが, 裁判審理の結果, 敗訴当事者となった主体が, 自己の訴訟費用の
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が得られる)ここで に関して () 式左辺は増加関数で, 右辺は減少関数となる)また
のとき, であると考えると右辺	となり, 
の








































上記 (), () のどちらのケースになるのかは と の大小関係によるが, まず
のときは であることを示そうは () 式を等号で満たすので, のときは





















































































































でが選択され, 提訴される一方, が		 であるような中間的な範囲の値である
ときは	となっているので後半の議論と同様でが選択され, 提訴されること
はない












































また となるような点 が存在するような場合, と
なることも明らかであるでは () 式が等号で成立する, つまりである





































 はとなるしたがって, 上の () のケースでの
議論と同様でで最大値をとり, が選択される









































が相対的に小さい 範囲では, のときに原告の期待利益は最大値 を
とることになる
よって原告の期待利益は, のようなが相対的に大きい (提訴されるような) 範囲で
の最大値と, のようなが相対的に小さい (提訴されないような) 範囲で
の最大値  のつを比較すればよいことになるとなるような点 















   
が得られるので, 原告の期待利得は点で最大値をとる
したがって と   の つの値を比較して, 最終的に
で最大値をとることが分かる
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ない例えば, 先の, のケースにおいて, 定められている保険カバー率の上限値が
に十分に近い値であるような場合である
について厳密な値は定められないが, 以下の具体例が一つの目安として考えられる事故
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